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台湾高雄県美濃鎮における客家語の音韻現象 
－音節頭子音/n/、/l/の音節について－ 
 
中山 薫 
 
0. はじめに 
 台湾南部の高雄県美濃鎮という地区で話されている客家語（漢語方言の一支）では、音
節頭子音/n/、/l/の音声実現が、他の地域で話されている客家語の場合と異なっている。例
えば、客家語で「卵」は[⇃]と言うが、美濃鎮では[⇃]と言う。また、「虎」は┐
⇃と言うが、美濃鎮では[┐⇃]と言う。 
 本稿では、美濃鎮で話されている客家語の、音節頭子音/n/、/l/の音声実現がどのような
ものか、どのような環境のもとでどのような音声が実現するかをくわしく調べ、なぜ美濃
鎮の客家語と他の地区の客家語にこのような違いがあるのかを考える基礎とする。 
 なお、本稿では中国語文献の日本語訳はすべて筆者による。 
 
1. 美濃鎮における客家語について 
1.1. 美濃鎮の地理及び人口 
 台湾南部、高雄県の東北部（付録の地図参照）に位置する美濃鎮は、客家語の話者が 90％
以上を占める地区である。三方を山に囲まれ、一方は河に面した平坦地で、面積は約 120
平方 km、人口は約 46000 人。昔からの主な産業は農業である（曾文忠（1994）より）。 
 
1.2. 台湾客家語中の美濃客家語1の位置づけ 
 千島英一・樋口靖（1986）によれば、台湾高雄県美濃鎮を含む下淡水渓の東岸沿いは、
台湾で最も歴史の古い純客家村落（閩南語を話すグループと混住していない村落）として
現在に至っている。この一帯は伝統的に「六堆」と呼ばれるが、この名称は現在の行政区
分とは関係がない。 
 千島英一・樋口靖（1986）では、①これら六堆客家人の祖籍が、大部分が嘉応州の梅県
および蕉嶺県であるという調査結果と、言語的特徴から、六堆一帯の客家語は、四県客家
語の一種であると考えられること、②六堆の客家村落の人々は各地点でのお互いの微細な
「訛り」の違いを自覚していて、六堆北端に位置する美濃にもまた独特の特徴があること、 
が述べられている。また、その他の文献でも美濃の言葉は四県客家語に属するとされてい
る。本稿もそれに従う。 
 
2. 客家語の音韻 
 ここでは、鍾栄富（2004）の記述に拠った。 
 
                                                        
1 以下、美濃鎮における客家語を美濃客家語とする。 
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2.1. 音節構造 
 客家語の音節構造は他の漢語方言と同様、声母（音節頭子音）・韻母（音節のうち、頭子
音以外の部分）・声調に分けて説明することができる。韻母はさらに介音（韻母のうち、主
要母音ではない母音）と韻脚に分けられ、韻脚は主要母音と韻尾（音節末子音）に分けら
れる。図に表すと次のようになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 このうち、音節を構成する最小の組み合わせは、声調＋主要母音である（これは、伝統
的な漢語音韻学では「零声母」とも言われる）。 
例：a┤（阿） 
介音には、母音の[i][u]がある。 
主要母音には、[i][ɨ][u][ɛ][ɔ][ɑ]がある。また、[m][n][ŋ]は単独で音節になることができる。 
韻尾には、母音韻尾と子音韻尾の２種類があり、母音韻尾には[i][u]がある。子音韻尾は
さらに２種類に分けられ、鼻音[m][n][ŋ]が韻尾にある韻母を舒声韻といい、気流を開放し
ない破裂音[p][t][k]が韻尾にある韻母を入声韻という。 
 
2.2. 子音 
鍾栄富（2004）p.65 の声母表 
  両唇音 唇歯音 歯 茎
音 
後 部 歯
茎音 
歯茎硬口
蓋音 
硬 口 蓋
音 
軟口蓋
音 
声門音 
破裂音 無気 p  t    k  
 有気 ph  th    kh  
鼻音  m  n   ɲ ŋ  
摩擦音   f v s ʃ  ʒ ɕ   h 
破擦音 無気   ts ʧ ʨ    
 有気   tsh ʧh ʨh    
側面音    l      
 
 なお、音節頭子音/n/は[i]が後続する環境で[ɲi]として表れるが、音節頭子音/ŋ/が[i]に後続 
声調 
音節 
声母 韻母 
介音 韻脚 
主要母音 韻尾 
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される場合も[ɲi]として表れる。ただし、3.3.1.の音節表で◯33 の音節でのみ口蓋化した[nji]
として表れ、[ɲi]とは異なる音節となっている。 
本調査のインフォーマントには後部歯茎音は見られなかった。 
 
2.3. 母音 
    
 i ɨ u 
 ɛ  ɔ 
   ɑ 
 
 [ɨ]は[ts][tsh][s]のみに後続し、介音を伴うことがない。 
なお、インフォーマントは[ɲiɛn] [ɲiɛt]の二つの音節を[ɲin] [ɲit]と発音した。 
 
2.4. 声調 
 調類 陰平 陽平 上声 去声 陰入 陽入 
調値 ┤又は↿ ┙ ⇃ ┐ ┩ ↿ 
 
インフォーマントの声調については、鍾栄富（2004）での記述との違いはなかった。 
 
3. 本稿の調査目的と調査方法 
3.1. 調査目的 
 美濃客家語において、頭子音/n/の音節と頭子音/l/の音節が実際はどのように分布してい
るのかを調べる。 
 
3.2. 調査方法 
 橋本萬太郎（1972）『客家語基礎語彙集』所収「四県客家語の音声論」中の「単音の最小
対の作表」（p.19~p.25）からたがいに対立する音節を表にまとめ、橋本萬太郎（1972）『客
家語基礎語彙集』および徐兆泉（2001 初版一刷、2003 初版二刷）『台湾客家話辞典』から、
頭子音/n/の音節を含む語と、頭子音/l/の音節を含む語を選び、美濃客家人のインフォーマ
ントに発音してもらった。インフォーマントは次の二名である。 
鍾沐卿氏（男性・78 歳） 
美濃鎮龍肚里出身・在住。大学時代、四年間台北にいたほかはずっと美濃鎮龍肚里
在住。卒業後美濃鎮に戻り、龍肚国民小学校の教師を 60 歳まで努めた。退職後も
ずっと美濃鎮龍肚里に在住している。母語は客家語。また、台湾が日本の植民地だ
った時代に義務教育を受けたため、日本語も流暢に話し、読み書きできる。その他、
小学校教師だったため標準中国語も使える。台湾語（閩南語）はあまり分からない。 
中山梅蘭氏（女性・53 歳） 
美濃鎮徳興里出身。旧姓陳。中学校卒業まで美濃鎮徳興里に住んだ後、屏東県にあ 
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る五年制の看護学校を卒業（その間学校の寮に住んでいた）。卒業後、高雄市内の
病院に 3 年、台北市内の病院に 3 年勤務した。その後、留学生として来日し、日本
で結婚。以後日本在住。母語は客家語。標準中国語も話す。台湾語（閩南語）は少
し話せるが、流暢ではない。現在は日本語も流暢に話すが、日本語は来日してから
学習を始めた。 
 
3.3. 調査対象の音節及びその音節を含む語 
3.3.1. 頭子音/n/をもつ音節と頭子音/l/をもつ音節の表 
①nɑ ②nɑu ③nɑi ④nɑm ⑤nɑp ⑥nɑn ⑦nɑt ⑧nɑŋ  ⑨nɑk 
□１ lɑ □２ lɑu □3 lɑi □4 lɑm □5 lɑp □6 lɑn □7 lɑt □8 lɑŋ □9 lɑk 
 
◯10 ɲiɑ ◯11 ɲiɑu  ◯12 ɲiɑm  ◯13 ɲiɑp  ◯14 ɲiɛn ◯15 ɲiɛt ◯16 ɲiɑŋ◯17 ɲiɑk ◯18 nɛ  ◯19 nɛu 
□10 liɑ □11 liɑu   □12 liɑm  □13 liɑp  □14 liɛn □15 liɛt  □16 liɑŋ □17 liɑk □18 lɛ   □19 lɛu 
 
◯20 nɛm◯21      ◯22 nɛn  ◯23 nɛt   ◯24 nɔ   ◯25        ◯26 nɔn   ◯27  ◯28 nɔŋ ◯29 nɔk 
□20 lɛm□21 lɛp   □22      □23 lɛt    □24 lɔ   □25 lɔi     □26 lɔn   □27 lɔt   □28 lɔŋ  □29 lɔk 
 
◯30 ɲiɔŋ  ◯31  ɲiɔk ◯32 nu ◯33 nji ◯34 nui ◯35 nun ◯36  ◯37 nuŋ ◯38 nuk ◯39 ɲiu 
□30 liɔŋ  □31  liɔk □32 lu □33 li □34 lui □35 lun □36 lut □37 luŋ   □38 luk  □39 liu 
 
◯40 ɲim ◯41 ɲip ◯42 ɲin ◯43 ɲit ◯44 ɲiun ◯45  ◯46 ɲiuk ○47 ɲi ɔ  ◯48 ɲiɔn  
□40 lim □41 lip □42 lin □43 lit □44 liun □45 liuŋ □46 liuk  □47       □48  
 
※ 表の説明 
下線部 
…調査を行った語について、その音節の頭子音が、橋本萬太郎（1972）『客家語基礎語彙
集』および徐兆泉（2001 初版一刷、2003 初版二刷）『台湾客家話辞典』で述べられて
いるものとは異なっている例があったことを表す 
 
○…音節頭子音/n/の音節 
 
□…音節頭子音/l/の音節 
 
○ 及び□の中の同じ番号 
…同じ韻母をもつ音節であることを表す。 
 
空欄 
…橋本萬太郎（1972）「単音の最小対の作表」にも、筆者の調査した範囲でも見られなか 
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った音節を表す。 
 
頭子音/n/も頭子音/l/も持たない音節については省略している。 
 
3.3.2. 調査に使用した語 
 全 97語、うち頭子音/n/の音節を含む語は 43語、頭子音/l/の音節を含む語は 54語である。
橋本萬太郎（1972）『客家語基礎語彙集』および徐兆泉（2001 初版一刷、2003 初版ニ刷）
『台湾客家話辞典』から選んだ。番号は前出の音節表に対応しており、下線は当該の音節
を表す。表記は国際音声記号を用い、声調は各音節末の記号で表す。 
 
●頭子音/n/の音節を含む語 
◯1 nɑ   （手で持つ） 
◯2 nɑu  （美しい） 
◯3 nɑi   kiu  （いつ）、nɑi   ɛ   （どれ）、nɑi   ɛ  （どこ）、thi   nɑi   hɑ┤ （床） 
◯4 nɑm   ɲin  （男性）、nɑm  （南） 
◯5 nɑp   sɔi  （納税） 
◯6 nɑn  （難しい） 
◯7 なし 
◯8 nɑŋ   （～してから） 
◯9 nɑk  （笑う） 
◯10 ɲiɑ（あなたの） 
◯11 ɲiɑu  （尿） 
◯12 ɲiɑm  （ねばねばする） 
◯13 pit   ɲiɑp  （卒業する） 
◯14  ɲin  （首をしめる）、ɲin    （年） 
◯15  ɲit  （月） 
◯16 ɲiɑŋ     ɲiɑŋ     ɔi  （どうしても要る） 
◯17 ɲiɑk   kɔk （こめかみ） 
◯18 nɛ   （語気を表す語） 
◯19 nɛu  （牛乳などがとろりとして濃い） 
◯20 nɛm （触った感じが柔らかい） 
◯21なし 
◯22 ɲiu   nɛn  （牛乳） 
◯23 nɛt  （つまむ） 
◯24 nɔ  mi  （もち米） 
◯25なし 
◯26 sɛu┤nɔn┤ （暖かい） 
◯27なし 
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◯28 pɔi   nɔŋ  （背中） 
◯29未確認 
◯30  ɲiɔŋ    ɛ （どうやって） 
◯31なし 
◯32 nu   lit （努力する） 
◯33 nji   ku┤ （尼さん） 
◯34 nui   sam  （下着） 
◯35 nun （野菜などが新鮮で柔らかい） 
◯36なし 
◯37 nu   fi （農協） 
◯38 nuk  （ビクッとする） 
◯39  ɲiu  （牛） 
◯40  ɲim  （詩を吟じる） 
◯41  ɲip   lɔi  （入りなさい） 
◯42  ɲin  （人） 
◯43 ɲit   thɛu  （太陽） 
◯44  ɲiun  （銀） 
◯45なし 
◯46 ɲiuk   （肉） 
 
●頭子音/l/の音節を含む語 
□1 lɑ  pai  （足りる） 
□2 lɑu  （水などをすくう） 
□3 lɑi   ɛ  （息子） 
□4 tshɔi  lɑm  （野菜かご） 
□5 lɑp   ɲiuk  （ベーコンのような肉の加工品） 
□6 hɛu  lɑn （唾液）、lɑn   sɨ   （怠け者） 
□7 lɑt  （味が辛い） 
□8 lɑ   （冷たい、寒い）、ɲiɑp   lɑ   （いなびかり、いなづま） 
□9 lɑk   kɛ  （カレンダー）、lɑk  khɔi   lɔi  （切り開く） 
□10なし 
□11 liɑu  （遊ぶ） 
□12 liɑm   mɛ   （鎌） 
□13 liɑp  （丸いものを数える語）、liɑp  （すきまに挟まる） 
□14 liɛn   fa （蓮の花） 
□15 liɛt  （裂ける） 
□16 liɑ    （衣服を数える語） 
□17 liɑk   （狩猟で首を引っ掛けて獲る） 
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□18 ɑ   lɛ   （～しなさい） 
□19 sɑm   lɛu   （三階）、lɛu   （水などが漏れる） 
□20 lɛm  （引きずり出す） 
□21なし 
□22なし 
□23 lɛt  （両手で抱える） 
□24 lɔ    fu   （虎）、lɔ    tshu（ねずみ）、lɔ    mɔi  （妹）、lɔ    thai  （弟）、 
thiɛn   lɔ    vɛ  （タニシ）、lɔ    kuŋ   （夫） 
□25 lɔi  （来る） 
□26 lɔn  （卵） 
□27 lɔt  （かきまぜる） 
□28 lɔ    （波）、sɛ   lɔ    （娘の夫） 
□29 lɔk   i  （雨が降る） 
□30 liɔ    （二つ） 
□31 liɔk   thɛu  （男性が髪をすく、なでつける） 
□32 ha    lu  （歩く） 
□33 li   ha   （旅行） 
□34 lui   kuŋ   （雷） 
□35 lun   mi  （機械で精米する） 
□36 lut  （外す） 
□37 ɲi   lu   （耳が聞こえない） 
□38 luk    kɛ  （鹿） 
□39 liu  （劉） 
□40 lim  （飲む） 
□41 kuɛt   lip  （国立） 
□42 lin  （魚のうろこ） 
□43 mɔ    lit  （力がない） 
□44 liun （ボタンのないセーターをかぶるように着る） 
□45 liu   （龍） 
□46 liuk  （六） 
 
4. 結果および考察 
4.1. 音節頭子音[l]がインフォーマントの発音では[n]となっていた場合 
 筆者の調査した語のうち、音節頭子音[l]の音節を含む語は 54 語あり、そのうち 13 語は、
橋本萬太郎（1972）『客家語基礎語彙集』および徐兆泉（2001 初版一刷、2003 初版二刷）
『台湾客家話辞典』で頭子音[l]に相当する部分が、インフォーマントの発音では[n]となっ
ていた。以下に音声表記・調値を挙げる。 
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□4 tshɔi  nɑm  （野菜かご） 
□6 hɛu  nɑn （唾液）、nɑn   sɨ   （怠け者） 
□8 nɑ   （冷たい、寒い）、ɲiɑp   nɑ   （いなびかり、いなづま） 
□20 nɛm  （引きずり出す） 
□24 nɔ    fu   （虎）、nɔ    tshu（ねずみ） 
□26 nɔn  （卵） 
□28 nɔ    （波）、sɛ   nɔ    （娘の夫） 
□35 nun   mi  （機械で精米する） 
□37 ɲi   nu   （耳が聞こえない） 
 
上の 13 語より、頭子音[l]に相当する部分がインフォーマントの発音では[n]になる現象が
起こりやすい環境を以下のように考える。 
 
①後続母音が[ɑ][u][ɛ][ɔ] 
②音節末が[m][n][ŋ] 
 
[l]→[n]になる現象が起こりやすい環境は、以上の２つが考えられた。 
このとき、 
（1）[lɔ]→[nɔ]の場合は[lɔ]という音節も存在している。 
この場合の違いは、個人差および語彙による差として表れていた。 
 
 例 [lɔ    fu ]（虎）、[nɔ   tshu    ]（ねずみ）（鍾沐卿氏の場合） 
   [nɔ    fu  ]（虎）、[nɔ   tshu    ]（ねずみ）（中山梅蘭氏の場合） 
   [lɔ    mɔi   ]（妹）（二人とも） 
      [lɔ    thai   ]（弟）（二人とも） 
 
（ 2 ） [lɑm][lɑn][lɑ][lɔn][lɔ][lun][lu][lɛm] が 、 イ ン フ ォ ー マ ン ト の 発 音 で
[nɑm][nɑn][nɑ][nɔn][nɔ][nun][nu][nɛm] に な っ て い る 場 合 は 、 す べ て
[nɑm][nɑn][nɑ][nɔn][nɔ][nun][nu][nɛm]に合流している。音節末子音の鼻音性が音節頭子
音にも加わっていると考えられる。 
 
 例 [tshɔi    nɑm  ]（野菜かご）→[tshɔi   lɑm  ]とは言わない。 
 
音節末に鼻音を持っていて、直後に/i/を伴わない*l は、すべて、/n/に合流している。 
*l は直後に/i/を伴わず音節末子音が鼻音である音節頭において、例外なく同じ調音点の鼻
音である/n/に合流している。 
*l、*n が現在同様に歯茎音であったとすれば、*l は閉鎖が完全になり、鼻音化するだけで、
同一の調音点を持つ/n/と合流することができる。 
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*l のうち或る音韻環境にあったものが例外なく全て同じになっていることは、個別的な変
化ではなく、まさに音韻変化といえる。 
*l の直後に/i/が伴われる場合、音節末子音が鼻音であっても、/n/に合流していない。 
その理由として、対応する/n/始まりの音節（つまり/ni/で始まる音節）の音声的特徴が関与
しているのではないか。 
/n/は/i/を伴うと、口蓋化して歯茎硬口蓋鼻音[nj]になる。したがって、歯茎鼻音[n]ではなく
なってしまう。 
一方、/li/の/l/は歯茎音であり、/ni/における[nj]と調音点が異なっている。 
調音点が異なっているために、合流が妨げられたのではないか、と考えられる。 
 
 なお、千島英一・樋口靖（1986）で挙げられていた 
  雨が降る： nɔk   i 
     夫： nɔ    kuŋ 
の例は、本調査の範囲ではインフォーマントは上のようには発音しなかった。 
 
4.2. 音節頭子音[n]がインフォーマントの発音では[l]となっていた場合 
 筆者の調査した語のうち、音節頭子音[n]の音節を含む語は 43 語あり、そのうち 3 語は、
橋本萬太郎（1972）『客家語基礎語彙集』および徐兆泉（2001 初版一刷、2003 初版ニ刷）
『台湾客家話辞典』で頭子音[n]に相当する部分が、インフォーマントの発音では[l]となっ
ていた。以下に音声表記・調値を挙げる。 
lɑi   kiu  （いつ）、lɑi    ɛ  （どれ）、lɑi    ɛ （どこ） 
 
 筆者の調査した範囲では上の３語のみに、頭子音[n]に相当する部分がインフォーマント
の発音では[l]となっていた。上の３語より頭子音[n]に相当する部分がインフォーマントの
発音では[l]になる現象が起こりやすい環境を以下のように考える。 
 
①後続母音が[ɑi] 
このとき、 
（1）[nɑi] →[lɑi]となっている場合、[nɑi]という音節も存在している。 
この場合は、語彙によって、[lɑi]となっているものと、[nɑi]となっているものに分かれて
いる。 
 例 [lɑi   kiu  ]（いつ） 
     [thi    nɑi   hɑ ]（床） 
 
5. まとめ 
 本稿では、美濃鎮に特有の、音節頭子音/n/と音節頭子音/l/の分布の状況と、それらの環
境について明らかにしてきた。 
後続母音が[i]以外でしかも鼻音韻尾をもつ音節にのみ/l/→/n/への合流が起こるという鍾 
台湾高雄県美濃鎮における客家語の音韻現象 －音節頭子音/n/、/l/の音節について－ 
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栄富他（2001）、鍾栄富（2004）の説明はほぼ正しいと思われるが、[lɔ][nɔ][nɑi][lɑi]の音節
については説明ができない。 
また、台湾の客家語のうち美濃客家語に限って、なぜ頭子音/l/と/n/の音節がこのように
分布しているのかは説明されておらず、研究の余地があると言えるだろう。 
 今回は事実の指摘のみになってしまったが、今後は中国大陸の客家語下位方言などにつ
いても調査したうえでどのような説明がなりたつのかを考えていきたい。 
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